
目 次

〇 物性研の将来像匹ついて

（将来問題検討懇談会報告、 その 1)

鈴 木 平
研究だより

〇 サンタバーバラ匹て r 寸 谷 亨
〇 コーネル大学匠て 鈴 木 増 雄

共通実験室報告

0 試料作製室 中 田 郎
物性研談話会の要旨

ー物性研の現状と将来ジリ ー ズ ー W.R.Datars 

中 田 郎

中 村 輝太郎

戸 田 盛 和

広 重 徹

物性小委員会報告

物性研ニユース

〇 昭和 4 5 年度前期外来研究員一 覧 ．． ... .............. 

〇 昭和 4 5 年度共同研究一覧

〇 昭和 4 5 年度前期短期研究会一覧

〇 共同利用施設専門委員会委員

0 人事選考協議会委員

0 人事異動 ● ● ● ● ·ー .. ..... '. . 

〇 助手公募
〇 テクニカルレポート 新刊リスト ......... .. 

編集後記 ．．．．．．． ． ... 

1 

I I 

1 4 

l 8 

2 1 

2 5 

3 1 

3 8 

4 0 

4 1 

4 2 

4 3 

4 4 

4 5 

4 6 

第10巻

第1号
1970年4月

東原大 学 物性研究所



物性研の将来像について

（将来問題検討懇談会報告、その 1)

所長鈴木 平

-1 -

年来、物性研では、今後のあり方侭ついて以下に述ぺるような謡論を開始している。その内容

を中間的に報告し、 広 く物性研究者のご批判とあわせて稜極的なご支援とを得たいと考えるが、そ

の前に、まず上記の将来問題検討と数年前に発表した「将来計画 (19 6 7. 6)」との関述につい

て、歴史的侭述ぺておく必要があるだるう。

昭和:;l年侭学術会議が物性研の設立を勧告した際の設立趣意書説明君（物性研年次要覧所載）

によれば．物1生研は、最新の設備を常に遅滞なく建設し、わが国!'Lおける物性研究の中心たる実を

あげることに努めるぺきであるとされているよう(It.世界的紀みた物性研究の全般的進歩匠関し、

広い祝野をもって敏感に対策をこうずる義務を負ヽ）ている。創設後約 10年を経過した昭和 40年

以来、三宅前所長のもとで将来計画の検討が始められ、42年代は概要が公表され（将来計画中間

報告l9 6 7. 6.)、同時代その第1年次計画として概算要求が提出された。それは中性子回析、

揖子光学．客兵部門Iの3部門の増設と強磁場特別実験室の要求が主な内容である。

上記の中間報告は急速な研究の進展侭ともなう新しい分野についての対応策を主眼としたもので、

基本的には、創設趣旨Kそって進展する物性研がその途上で遭遇する問題と して問題をとらえた結

論であった。

物性研10年の活動は決して不満足なものとは考えない。しかし、その将来計画は過去 10年の

あり方を十分代反省し、全般的検討の上に立って言桐画することが望ましい。そこで、一昨年 l2月

所内(iC3分科会を作ヽ）て全般的検討を開始した。その結果、昨年2月末匠は「 3分科会覚害 (1!:) 6 9. 

2.)」が発表されたが、元来、 3分科会としては検討すぺき出り返点を明らか匹すること代主眼をお

き..それらの問題Kついての審議は暫く時をおいて改めて行なう予定であった。その審議がここで

報告する「物性研将来問題検討懇談会」の目的である。咋年 9月より準備を開始し、 ll月以来、

現在までVC:; 回の懇談会を開いている。

懇談会の目的は物性研の今後のあり方匹関する基本問題を審議することにあるので、所員会とは

独立のものとし．しかし審議結果侭対して十分匹貨任と義務とを負うよう代するため、所長を議長

侭選び、所員と助手とで会議を梢成し、その議事録はその都度所内に公表されている。現在まで(It.
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ll)物性研の使命と目的

l2) 東京大学との 関係

l3) 研究体制と人事交流

匹 ついての議論が行なわれ、「研 究体制と人事交流」 に関する 2 回目を 4 月末ないし 5 月匠予定

している。 この他侭「物性研と大学院」、「所員会の磯能と構成、 その他」が 議題として予定さ

れ、 こ れらを本 年7月末まで侭終りたいと考えている。 これらの議事録は物性研 内部 研究者の 意

見として重要な資料であり． そのすべてを「物性研だより」匹報告する予定であるが� 外部研究

者の意見と匹らみ合わせな が ら本年秋以降侭最終的検討を加え 、 物性研協議会等の議を経て決定

案を作ること匹なるであろう。

なお「将来計画中間報告」およひ昭和 4 2 年来の概算要求の取り扱いについて一言ふれておぎ

たい。 上匹述べたよう侭、 今後の物性研のあり方全般侭ついての検討を終える以前匹物性研の将

来を強く拘束するようなものを排除した上で 畜 とるべき 施策としては、 どんな将来のあり方（疋も

適合で きるような、 できる だけ柔軟な形のもので なければならないと考える。 創設以来1 0年余

を経過した現在、 新しい研究発展忙対し． 適切な対応策を施す ことは、 もちろん、 過去と将来の

接点匹立つわれわれの 重大責務である。 そこで、 既往の将来計画を再検討する ことから始め、 昨

年度提出の年次計画（概算要求）は前者と矛盾することが少なく、しかもより柔軟な形の内容とし

た。 すなわち、 それは新しい発展を期待する基本 的研究設備の充実侭重点をおき、 客員部門を除

（他の部門増要求を後退させ 、 現状の規模の儘で常侭研究上の新し い要請侭答えることので き る

ような体質上 の変革を前提としたもの である。 注た、 研究所 として明確な特色をもつことと内外

の研究者が容易（疋協力し合え るような柔軟な体制（研究コア ー システム）の基礎づくり とを頭匹

おいている。 もちろん、 将来問題全般の審議の進行と共匠具体的肉づけ が行なわれ、 計画の内容

も発展的江裟化して行くことを期待している。

物性研将来問題検討懇談会議事録(-要旨）

1. 物性研の使命 と目的l l 9 ti 9. 1 1. 1 2) 

3分科会の酎議を受けて、 物性研究所の将来侭 ついての構想を具体的匹とりまとめる審議を

開始する忙当って、物性研は今後とも「共同利用研究所」として活動し続するのか否かの論議

をしておくべき であるとい う意見 がある 。 こ の根本問題 は3分 科会侭 おいては既定の命題とし

て十分な討論をし なかったきらいがあり、 いずれにせよ新たな決意の根底になることでもある

ので、 この問題の論議からはじめることにした。
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